
【様式第1号】

自治体名：小矢部市

会計：全体会計 （単位：円）

科目 金額 科目 金額

【資産の部】 【負債の部】

  固定資産 72,720,488,072   固定負債 44,297,917,800

    有形固定資産 70,048,518,024     地方債等 31,417,458,496

      事業用資産 25,152,066,730     長期未払金 -

        土地 4,701,200,106     退職手当引当金 1,615,381,000

        土地減損損失累計額 -     損失補償等引当金 -

        立木竹 -     その他 11,265,078,304

        立木竹減損損失累計額 -   流動負債 3,245,649,884

        建物 51,764,753,908     １年内償還予定地方債等 2,719,768,502

        建物減価償却累計額 -33,404,613,088     未払金 301,601,581

        建物減損損失累計額 -     未払費用 -

        工作物 5,991,661,789     前受金 -

        工作物減価償却累計額 -3,938,826,131     前受収益 -

        工作物減損損失累計額 -     賞与等引当金 139,103,589

        船舶 -     預り金 48,780,628

        船舶減価償却累計額 -     その他 36,395,584

        船舶減損損失累計額 - 負債合計 47,543,567,684

        浮標等 - 【純資産の部】

        浮標等減価償却累計額 -   固定資産等形成分 73,412,381,107

        浮標等減損損失累計額 -   余剰分（不足分） -44,567,662,148

        航空機 -   他団体出資等分 -

        航空機減価償却累計額 -

        航空機減損損失累計額 -

        その他 -

        その他減価償却累計額 -

        その他減損損失累計額 -

        建設仮勘定 37,890,146

      インフラ資産 44,197,084,057

        土地 1,525,900,559

        土地減損損失累計額 -

        建物 941,847,461

        建物減価償却累計額 -292,661,972

        建物減損損失累計額 -

        工作物 99,045,670,533

        工作物減価償却累計額 -57,857,783,363

        工作物減損損失累計額 -

        その他 1,475,390,684

        その他減価償却累計額 -770,491,385

        その他減損損失累計額 -

        建設仮勘定 129,211,540

      物品 3,658,347,192

      物品減価償却累計額 -2,958,979,955

      物品減損損失累計額 -

    無形固定資産 1,609,404,935

      ソフトウェア 151,228,757

      その他 1,458,176,178

    投資その他の資産 1,062,565,113

      投資及び出資金 512,302,184

        有価証券 35,440,719

        出資金 476,861,465

        その他 -

      長期延滞債権 167,107,167

      長期貸付金 111,235,475

      基金 285,535,050

        減債基金 -

        その他 285,535,050

      その他 -

      徴収不能引当金 -13,614,763

  流動資産 3,667,798,571

    現金預金 1,472,121,361

    未収金 1,326,490,636

    短期貸付金 -

    基金 691,893,035

      財政調整基金 666,358,103

      減債基金 25,534,932

    棚卸資産 113,429,162

    その他 64,170,000

    徴収不能引当金 -305,623

  繰延資産 - 純資産合計 28,844,718,959

資産合計 76,388,286,643 負債及び純資産合計 76,388,286,643

連結貸借対照表
（令和3年3月31日現在）



【様式第2号】

自治体名：小矢部市

会計：全体会計 （単位：円）

    資産売却益 5,823,073

    その他 24,957,041

純行政コスト 20,004,136,071

    損失補償等引当金繰入額 -

    その他 2,878,173

  臨時利益 30,780,114

  臨時損失 56,466,476

    災害復旧事業費 28,383,696

    資産除売却損 25,204,607

    使用料及び手数料 907,290,641

    その他 605,908,964

純経常行政コスト 19,978,449,709

      社会保障給付 1,737,698,902

      その他 5,345,244

  経常収益 1,513,199,605

        その他 96,907,700

    移転費用 11,978,345,914

      補助金等 10,235,301,768

      その他の業務費用 404,883,204

        支払利息 294,059,401

        徴収不能引当金繰入額 13,916,103

        維持補修費 499,370,650

        減価償却費 3,646,580,329

        その他 -

        その他 280,550,999

      物件費等 7,072,222,409

        物件費 2,926,271,430

        職員給与費 1,738,443,199

        賞与等引当金繰入額 139,103,589

        退職手当引当金繰入額 -121,900,000

  経常費用 21,491,649,314

    業務費用 9,513,303,400

      人件費 2,036,197,787

連結行政コスト計算書
自　令和2年4月1日
至　令和3年3月31日

科目 金額



【様式第3号】

自治体名：小矢部市

会計：全体会計 （単位：円）

固定資産

等形成分

余剰分

(不足分)

他団体出資等分

前年度末純資産残高 29,262,934,522 74,162,290,052 -44,899,355,530 -

  純行政コスト（△） -20,004,136,071 -20,004,136,071 -

  財源 19,564,515,104 19,564,515,104 -

    税収等 10,494,874,504 10,494,874,504 -

    国県等補助金 9,069,640,600 9,069,640,600 -

  本年度差額 -439,620,967 -439,620,967 -

  固定資産等の変動（内部変動） -766,517,292 766,517,292

    有形固定資産等の増加 3,009,652,155 -3,009,652,155

    有形固定資産等の減少 -3,684,192,995 3,684,192,995

    貸付金・基金等の増加 313,846,398 -313,846,398

    貸付金・基金等の減少 -405,822,850 405,822,850

  資産評価差額 - -

  無償所管換等 16,608,347 16,608,347

  他団体出資等分の増加 - -

  他団体出資等分の減少 - -

  比例連結割合変更に伴う差額 - - - -

  その他 4,797,057 - 4,797,057

  本年度純資産変動額 -418,215,563 -749,908,945 331,693,382 -

本年度末純資産残高 28,844,718,959 73,412,381,107 -44,567,662,148 -

連結純資産変動計算書
自　令和2年4月1日
至　令和3年3月31日

科目 合計



【様式第4号】

自治体名：小矢部市

会計：全体会計 （単位：円）

前年度末歳計外現金残高 122,151,603

本年度歳計外現金増減額 -73,896,436

本年度末歳計外現金残高 48,255,167

本年度末現金預金残高 1,472,121,361

財務活動収支 562,229,171

本年度資金収支額 320,374,275

前年度末資金残高 1,103,491,919

比例連結割合変更に伴う差額 -

本年度末資金残高 1,423,866,194

    地方債等償還支出 2,803,095,910

    その他の支出 34,574,919

  財務活動収入 3,399,900,000

    地方債等発行収入 3,399,900,000

    その他の収入 -

    資産売却収入 12,951,032

    その他の収入 64,713,585

投資活動収支 -1,800,461,309

【財務活動収支】

  財務活動支出 2,837,670,829

    その他の支出 -

  投資活動収入 2,000,163,862

    国県等補助金収入 878,265,349

    基金取崩収入 240,101,940

    貸付金元金回収収入 804,131,956

  投資活動支出 3,800,625,171

    公共施設等整備費支出 2,841,670,626

    基金積立金支出 162,834,545

    投資及び出資金支出 -

    貸付金支出 796,120,000

    災害復旧事業費支出 28,383,696

    その他の支出 2,878,173

  臨時収入 48,650,041

業務活動収支 1,558,606,413

【投資活動収支】

    税収等収入 10,351,970,052

    国県等補助金収入 7,983,914,267

    使用料及び手数料収入 882,977,981

    その他の収入 597,129,715

  臨時支出 31,261,869

    移転費用支出 11,978,345,914

      補助金等支出 10,235,301,768

      社会保障給付支出 1,737,698,902

      その他の支出 5,345,244

  業務収入 19,815,992,015

    業務費用支出 6,296,427,860

      人件費支出 2,152,059,030

      物件費等支出 3,615,001,164

      支払利息支出 294,059,401

      その他の支出 235,308,265

連結資金収支計算書
自　令和2年4月1日
至　令和3年3月31日

科目 金額

【業務活動収支】

  業務支出 18,274,773,774



全体会計財務書類に係る注記

１ 重要な会計方針
(1) 有形固定資産及び無形固定資産の評価基準及び評価方法
 ① 有形固定資産………………………………取得原価
   ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。
  ア 昭和59年度以前に取得したもの………再調達原価
    ただし、道路、河川及び水路の敷地は備忘価額1円としています。
  イ 昭和60年度以後に取得したもの
   取得原価が判明しているもの……………取得原価
   取得原価が不明なもの……………………再調達原価
    ただし、取得原価が不明な道路、河川及び水路の敷地は備忘価額1円としています。
 ② 無形固定資産………………………………取得原価
   ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。
   取得原価が判明しているもの……………取得原価
   取得原価が不明なもの……………………再調達原価

(2) 有価証券及び出資金の評価基準及び評価方法
 ① 満期保有目的有価証券……………………償却原価法（定額法）
 ② 満期保有目的以外の有価証券
  ア 市場価格のあるもの……………………会計年度末における市場価格
                     （売却原価は移動平均法により算定）
  イ 市場価格のないもの……………………取得原価（又は償却原価法（定額法））
 ③ 出資金
  ア 市場価格のあるもの……………………会計年度末における市場価格
                     （売却原価は移動平均法により算定）
  イ 市場価格のないもの……………………出資金額

(3) 棚卸資産の評価基準及び評価方法
  個別法による原価法

(4) 有形固定資産等の減価償却の方法
 ① 有形固定資産（リース資産を除きます。）…定額法
 ② 無形固定資産（リース資産を除きます。）…定額法
 ③ リース資産
  ア 所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産
    ………自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法
  イ 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
    ………リース期間を耐用年数とし、残存価値をゼロとする定額法

(5) 引当金の計上基準及び算定方法
 ① 投資損失引当金
   市場価格のない投資及び出資金のうち、連結対象団体（会計）に対するものについて、実質価額が著しく
   低下した場合における実質価額と取得価額との差額を計上しています。
 ② 徴収不能引当金
   未収金については、過去５年間の平均不納欠損率により、徴収不能見込額を計上しています。
   ⻑期延滞債権については、過去５年間の平均不納⽋損率により、徴収不能⾒込額を計上しています。
   ⻑期貸付⾦については、過去５年間の平均不納⽋損率により、徴収不能⾒込額を計上しています。
 ③ 退職手当引当金
   地方公共団体財政健全化法における退職手当支給額に係る負担見込額算定方法に従っております。
 ④ 損失補償等引当金
   履行すべき額が確定していない損失補償債務等のうち、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に規定
   する将来負担比率の算定に含めた将来負担額を計上しています。
 ⑤ 賞与等引当金
   翌年度６月支給予定の期末手当及び勤勉手当並びにそれらに係る法定福利費相当額の見込額について、そ
   れぞれ本会計年度の期間に対応する部分を計上しています。



(6) リース取引の処理方法
 ① ファイナンス・リース取引
   通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。
   ただし、少額リース資産及び 短期のリース取引には簡便的な取扱いをし、通常の賃貸借に係る方法に準
   じて会計処理を行っております。
 ② オペレーティング・リース取引
   通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。

(7) 資金収支計算書における資金の範囲
  現金（手許現金及び要求払預金）及び現金同等物
  なお、現金及び現金同等物には、出納整理期間における取引により発生する資金の受払いを含んでいます。 

(8) その他財務書類作成のための基本となる重要な事項
  物品及びソフトウェアの計上基準
  物品については、取得価額又は見積価格が 50 万円以上の場合に資産として計上しています。
  ソフトウェアについても物品の取扱いに準じています。

２ 重要な会計方針の変更等
(1) 会計方針の変更
   総務省「新地方公会計の推進に関する研究会」報告の「新統一的な基準」の表示方法に合わせるため、
   平成28年度から大幅な表示の変更を行っております。

(2) 表示方法の変更
  有形固定資産の減価償却累計額について、各有形固定資産の項目に対する控除項目として、
  減価償却累計額の項目をもって表示する方法（間接法）としております。

(3) 資金収支計算書における資金の範囲の変更
   該当無し

３ 重要な後発事象
(1) 主要な業務の改廃
   該当なし

(2) 組織・機構の大幅な変更
   該当なし

(3) 地方財政制度の大幅な改正
   該当なし

(4) 重大な災害等の発生
   該当なし

４ 偶発債務
  保証債務及び損失補償債務負担の状況
   他の団体の金融機関等からの借入債務に対し、保証を行っています。

  団体名：小矢部市土地開発公社
  確定債務額2,350百万円
  履行すべき額が確定していない損失補償債務等
   損失補償等引当金計上額：なし
   貸借対照表未計上額：なし
  総額：2,350百万円

５ 追加情報
(1) 財務書類の内容を理解するために必要と認められる事項
 ① 全体会計財務書類の対象範囲は次のとおりです。
    一般会計



    公共用地先行取得事業特別会計
    国⺠健康保険事業特別会計
    後期高齢者医療事業特別会計
    東部産業団地事業特別会計
    水道事業会計
    下水道事業会計

  なお、今年度より下水道事業会計が法適用化されたことにより、以下の残高が前年度末残高と相違があります。
純資産変動計算書
 前年度末純資産残高 1,564,991
  内 固定資産等形成分 23,236,953,110
  内 余剰分（不足分） △ 23,235,388,119
資金収支計算書
 前年度末資金残高 303,803,381

 ② 一般会計等の対象範囲と普通会計の対象範囲に差異はありません。
 ③ 地方自治法第 235 条の 5 に基づき出納整理期間が設けられている会計においては、出納整理期間における
   現金の受払い等を終了した後の計数をもって会計年度末の計数としています。
 ④ 百万円未満を四捨五入して表示しているため、合計金額が一致しない場合があります。
 ⑤ 利子補給等に係る債務負担行為の翌年度以降の支出予定額 該当なし
 ⑥ 繰越事業に係る将来の支出予定額 
 ・継続費逓次繰越額
  該当無し
 ・繰越明許費
  （一般会計）     54,335 千円
 ・事故繰越額
  該当無し
 ⑧ 過年度修正等に関する事項
   該当無し

(2) 貸借対照表に係る事項
 ① 棚卸資産の内訳は、次のとおりです。
・防災備蓄品
 真空パック毛布 4,690個 21,006 千円
 飲料水 34,720個 9,249 千円
 ビスケット 23,160個 2,926 千円
 発電機 22機 2,433 千円
 その他 22,486 千円

小計 58,100 千円
・肥育牛
 雄 99頭 25,380 千円
 雌 90頭 24,266 千円

小計 49,646 千円
・水道事業会計
 貯蔵品 5,684 千円

小計 5,684 千円
合計 113,429 千円

 ② 減債基金に係る積立不足額 該当なし
 ③ 基金借入金（繰替運用） 該当なし
 ④ 地方交付税措置のある地方債のうち、将来の普通交付税の算定基礎である基準財政需要額に含まれることが
   見込まれる金額

11,331百万円
 ⑤ 地方公共団体の財政の健全化に関する法律における将来負担比率の算定要素は、次のとおりです。
(3) 行政コスト計算書に係る事項
 総務省改訂モデルから統一的な基準へ変更したことによる主な影響額は次のとおりです。
  該当無し



(4) 純資産変動計算書に係る事項
 純資産における固定資産等形成分及び余剰分（不足分）の内容
 ① 固定資産等形成分
   固定資産の額に流動資産における短期貸付金及び基金等を加えた額を計上しています。
 ② 余剰分（不足分）
   純資産合計額のうち、固定資産等形成分を差し引いた金額を計上しています。

(5) 資金収支計算書に係る事項
 純資産における固定資産等形成分及び余剰分（不足分）の内容
 ① 基礎的財政収支 
 業務活動収支（支払利息支出を除く）           1,852,665 千円
 投資活動収支（基金取崩収入及び基金積立支出を除く）      △ 1,877,728 千円
 基礎的財政収支 △ 25,063 千円

 ② 資金収支計算書の業務活動収支と純資産変動計算書の本年度差額との差額の内訳

 業務活動収支 1,558,606 千円
 減価償却費 △ 3,646,580 千円
 徴収不能引当金繰入額 △ 13,916 千円
 退職手当引当金繰入額 121,900 千円
 賞与等引当金の増減額 △ 6,039 千円
 未収債権、未払債権等の増減額 687,525 千円
 資産除売却損 △ 25,205 千円
 資産売却益 5,823 千円
 投資活動収入の国県等補助金収入 878,265 千円
 本年度差額 △ 439,621 千円

 ③ 一時借入金
   資金収支計算書上、一時借入金の増減額は含まれていません。
   なお、一時借入金の限度額は次のとおりです。
    一時借入金の限度額   2,800百万円
 ④ 重要な非資金取引
   重要な非資金取引は以下のとおりです。
  賞与等引当金繰入額 139,104 千円
  減価償却費 3,646,580 千円
  徴収不能引当金繰入額 13,916 千円


